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国連グローバル・コンパクトへの署名について 

 

 

当社は、国連が提唱する「国連グローバル・コンパクト（UN Global Compact、以下「UNGC」

という）」に署名し、2025年４月 15日に参加企業として登録されました。併せて、UNGCに署名

する日本企業などで構成される「グローバル・コンパクト・ネットワーク・ジャパン」に加入し

ました。 

 

■ UNGCについて 

国連と民間（企業・団体）が手を結び、健全なグローバル社会を築くための世界最大のサス

テナビリティイニシアチブです。各企業・団体が責任ある創造的なリーダーシップを発揮する

ことによって、社会の良き一員として行動し、持続可能な成長を実現するための自発的な取り

組みです。UNGCに署名する企業・団体は、「人権」「労働」「環境」「腐敗防止」に関わる 10

の原則に賛同し、企業トップ自らのコミットメントの下にその実現に向けて努力を継続する

ことが求められています。 

 

「国連グローバル・コンパクト」 ４分野 10原則 

＜人権＞ 

原則１：企業は、国際的に宣言されている人権の保護を支持・尊重し、 

原則２：自らが人権侵害に加担しないよう確保すべきである 

＜労働＞ 

原則３：企業は、結社の自由と団体交渉の実効的な承認を支持し、 

原則４：あらゆる形態の強制労働の撤廃を支持し、 

原則５：児童労働の実効的な廃止を支持し、 

原則６：雇用と職業における差別の撤廃を支持すべきである 

＜環境＞ 

原則７：企業は、環境上の課題に対する予防原則的アプローチを支持し、 

原則８：環境に関するより大きな責任を率先して引き受け、 

原則９：環境にやさしい技術の開発と普及を奨励すべきである 

＜腐敗防止＞ 

原則 10：企業は、強要と贈収賄を含むあらゆる形態の腐敗の防止に取り組むべきである 
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・国連グローバル・コンパクト ウェブサイト（参加企業プロフィール）  

https://unglobalcompact.org/what-is-gc/participants/183819-BIC-CAMERA-INC- 

・グローバル・コンパクト・ネットワーク・ジャパン サイト 

https://www.ungcjn.org/index.html 

 

■ ビックカメラグループのサステナビリティ活動 

当社グループは、「“お客様喜ばせ業”をつなぎ、期待を超える」と定めた当社のパーパス

を中核に据え、お客様をはじめとして、お取引先様、株主・投資家、地域社会、そして従業員

を含めたすべてのステークホルダーの皆様に喜んでいただくことを追求し、新たな価値の創

出に努めています。 

これまでの当社の取り組みとして、2022年 11月に「ビックカメラ人権方針」を策定し、す

べての人の人権を尊重する姿勢を明確にするとともに、2024 年７月にはサプライチェーン全

体での責任ある調達を推進するため、「調達ガイドライン」を制定しました。 

また当社グループは、中期経営計画～Vision2029～において、人的資本戦略と環境課題への

対応を重要な柱としたサステナビリティ方針を掲げ、持続的な企業価値の向上と社会課題の

解決に向けた取り組みを進めています。 

今後もこうした取り組みを強化し、国連グローバル・コンパクトの原則に基づいた責任ある

企業活動を推進していきます。 

 

・ビックカメラのサステナビリティ活動 

https://www.biccamera.co.jp/sustainability/ 
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